
育ちに大きな影響がある ～出会う人との広がり～  

 
◆今年も「いつものおじさん、おばさん」と『もちつき会』をして、一緒においしくいただきました。 
 
 
 

 
 
 
 
  サツマイモの時（苗植え・収穫・焼きいも会）や万博（夏祭り・お店屋さんごっこ）、福寿文化祭で顔を合わせて、

活動だけでなく一緒に食べたり、遊んだり、踊ったりしたこともある『いつものおじさんとおばさんたち』 。 
 
 「また、来た～！（来てくださった）」    地域の方も・・・ 

「一緒にやろうね。」                「いっぱい、お話できました。」 

「今日も、よろしくお願いします。」     「こどもから話しかけてくれるようになりました。」 

「ねぇねぇ、おもち食べたことある？」   「いつも楽しいです。親さんともいっぱいお話できました。」  
  
☆「これだっ！」 そうっ、まさに、これです。・・・紹介します・・・ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  ※西部幼稚園でも、この考えを信じて、いろいろと刺激のある実践をしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊これからの季節（X‘mas や お正月）は、「いつもと違う大人」との『出会い』がありそうです。 

～“チャンス到来！”と捉えて、「こどもまんなか」で、笑顔で過ごせることを願っています～ 

                     

 

羽 島 市 立 西 部 幼 稚 園 
令和７年12月15日 No.16 
  園 長 安 藤 賢 治 

コールマンとブラウデンという二つの報告書にこういう事が書かれています。 

子どもの育ちに大きな影響がある事 には４つある。 学校の施設環境、
教員の質、親の経済力。しかし、それよりもさらに大きな影響力を与える
ものがある。それは、親の接し方 であるという事です。  
言われてみれば、当たり前のことですけど、貧しい家庭であっても、親の接し方さえ

きちんとしていれば、大丈夫だという事ですね。・・・我々周りの大人が子どもたちに
夢を持つ素晴らしさや、そうして生きてきた人たちの素晴らしさを多く見せていくとい
う事に、やはり解決の道があるんだろうと思っています。・・・ 

コールマン報告にある「親の経済力よりも親の接し方の方が大事だ」という事を言い

ました。それと同時に、親の接し方と同じ教育力が 地域の人たちにはある
ということが分かってきました。 
例えば、親や先生から褒められるという事はうれしいですけれど、いろんな人から褒

められるというのは、さらに嬉しい事ですよね。 

＊早川三根夫氏（前岐阜市教育長）講演より［わが子の歩み 487号に掲載] 

 
 

＜根拠となる指針＞  
こども家庭庁「幼児期までのこどもの育ちに係る基本的ビジョン（はじめの１００か月の

育ちビジョン）」の「こども基本法の理念にのっとり整理した５つのビジョン」にある「５ こど
もの育ちを支える環境や社会の厚みを増す」（「こどもまんなかチャート」の視点）である
様々な立場の人がこどもの育ちを応援するということ。（参照：右図） 
＜捉えと実践＞ 
こどもにとって地域とは、「いつもとは違う大人たちとの出会い」であり、「出会う人との

広がり」が育ちを豊かに刺激して、「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」につな
がっていく。多様な人との出会いによる刺激を地域とのつながりにも求めて推進していく。 

「えっ？ まだ、お米だ」 「頑張れ～、お父さん、おじさん！」 「よいしょ！」「よいしょ！」 「おいしぃ～、おかわり～！」 

～良い年越しと迎春を～ 


